
2月景況感 3月景況感 4月景況感
2～3カ月先
の景況感

今年 △ 9.1 △ 4.2 △ 1.6 6.2 H28.4 129件
昨年 △ 7.4 △ 11.0 △ 11.3 25.0 H28.4～ 129件
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9月

10月
11月
12月
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3月

期待する施策 割合（％）
融資 7.0%
技術開発 6.2%
販路拡大 36.4%
経営相談 21.7%
人材育成 3.9%
調査研究 0.8%
消費税 0.0%
その他 7.0%

平成２８年度会員景況調査（４月）

H28年度アンケート
回答企業数
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今年 昨年

（会員の声）

・3～4月は卒業・入学等のイベントがあり売上増。（写真撮影等）

・昨年度の価格改正の影響が落ち着き、これから暖かくなり若干上向き傾向。（バス等旅客運送業）

・これから夏場を迎えると客数・売上が落ち込む。（菓子製造販売）

・気温が高くなると、若干であるが売上が上昇する。（酒等小売業）

・3・4月は受注増加。保険関連は、減少傾向。（自動車整備業）

・楽天やアマゾンからの受注が徐々に増加。（ペット用品・園芸用品等販売）

・今期の受注量は、ピーク時の半分程度であり大変厳しい。（建具製造業）

・3月は送別等、4月はイベント公演、5月は母の日と受注が途切れず順調である。（生花小売業）

・受注は順調に増加しているが、収益が伸びない。（室内工事）

・原料コスト上昇、販売価格への転嫁がしにくい。（ガラス製品製造）

・機械設備が老朽化してきたため、融資を前向きに検討している。（金型製造業）

・資金繰りがやや悪いため、融資を検討中（自動車販売業）

・売値（卸値）が変わらず原材料不足による仕入価格上昇。（園芸用土製造）

・技術者の高齢化、若い技術者不足。（自動車整備業）

・求人を出しているが、集まらない。（建設業）

・今後を見据えて若い技術者を採用したい。（建具製造業）

・ドライバーの高齢化が進行し、若い人材が不足。（バス等旅客運送業）

・定着率が低い。（建設業）

・新規案件が少なく、価格競争が止まらない。（印刷業）

・開業して4年、最近では顧客数が頭打ち傾向である。（マッサージ業）

・品数が揃えられず、必ず売れるモノしか仕入れることができないため、客が大型店に流れてしまう。（食

料品小売）

融資, 7.0%

技術開発, 6.2%

販路拡大, 36.4%

経営相談, 21.7%

人材育成, 3.9%

その他, 7.0%期待する施策

融資 技術開発 販路拡大 経営相談

人材育成 調査研究 消費税 その他


